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（萩谷秋琴･画）
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1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。
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昭和40年‘横浜大洋ホエールズに入団

その後二軍監督やスカウト、さらに一

軍のヘツドコーチや監督などを歴任。

昨年のシーズン終了後、千葉ロツテマ

リーンズの監督に就任。今季の活躍が

期待されています。

猫蕃江尻鶯さ九(プロ野球監督:初鑪） 蕊
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昭和10年、京都高等工芸学校窯業科

（現工芸繊維大）卒業後、板谷波山に

師事。昭和18年の日展初入選、以後19

蕊 露
と し

風

識
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でしょう。 これはウラの森で見つけたセンニンソウです。

小生いつのまにかヨワイ80をこえました力寸 まだ仙人の

境地にはなれません。今年もよろしく願上げます。 城戸薑男さん(陶芸家:大和町出身）

ー〆

FeliceAnnoNuovo! (フェリス・ア

ンノ・ヌオーヴォ：新年おめでとうご

ざいます）昨年は、イタリア国内、特

にヴェネト州とカンパーニャ州の国立

劇場・教会ドームを中心にたくさんの

舞台を踏みました。現在は、オペラだ

けでなく、バロック室内音楽や教会音

～制しcQAfz"o/し乱｡し｡へ〆
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擬リ う北で
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り致し河潮（ザ ､

エう噸う出身）
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